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６ 今後の展開 

（１） まちづくり計画の展開方向 

大塚上まちづくり計画には、数多くの取組メニューがあり、具体化に向けては、優先順位を検討する

とともに、内容を掘り下げていく必要があります。 

また、住民参加と協働を基本に、目標を持って段階的・持続的に取り組む必要があります。 

こうした点を踏まえ、今後の展開に向けた取組方向や留意点を整理します。 

■優先順位の検討と段階的・持続的な活動展開 

○すぐ出来ること、すぐやること 

○すぐ出来ない(難しい)が、やらねばならないこと 

○夢や期待の実現に向けて、長期的に取り組むこと など 

■情報提供（情報の共有化）と住民の意見の把握・反映 

■住民参加と協働（行政、住民・民間の連携）のまちづくりの推進：活動の輪を広げる 

■大塚上まちづくり計画の管理・深化（進行管理、見直し、追加・修正、内容の掘り下げ・詳細な計画

の作成） 

■テーマに応じたプロジェクトチームの編成など推進体制づくり（役割分担と推進体制の強化） 

■住民の相互交流やまちづくりの体験・学習機会の確保 

■まちづくりの“応援団”づくり 

 

【まちづくりの展開イメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大塚上 
まちづくり計画 

○まちづくりの方向 

（地域像、地域の構

造など） 

○まちづくりのメニュー 

○プロジェクト 

○進め方 など 

 
新たなアイデアの提案 
問題点の指摘など 

・・・・・・・・・・ 

まちづくりメニュー□□の具体化 

まちづくりメニュー○○の具体化 

将来は必要になり具体化することも 

現段階では困難 
お金がかかりすぎる、
反対意見が多い… 

情報の発信・共有化、まちづくり計画の管理・深化、まちづくりの体験・学習機会の確保など 

→住民のまちづくり意識・参加意識の高揚、広く大塚への関心の醸成など 

一度に多くは難しいけれど、 
一つずつアイデアの実現に向けて取り組もう！ 
そのために大切なのは… 
○住民相互の話し合いと協力、力の結集 
○住民と行政の連携・協力（協働） 
 

計画をもとに、 
みんなで考えよう！ 
－まちづくりは終わりのな
い営み。時には振り返
って考え直すことも－ 

さて、何から取り組もうか。誰が、どのように 
…まずは○○を取り上げ、みんなで内容を掘り下げてみよう。 
・すぐ出来ること、すぐやること 
・すぐ出来ない(難しい)が、やらねばならないこと 
・夢や期待の実現に向けて、長期的に取り組むこと など 

 

人・もの・資金・情報・技術の確保 
※助成制度の活用など…例：公益信託広島市まちづくり活動支援基金 



- 52 - 

（２） プログラムの検討（モデル） 

優先順位（プログラム）について検討し、一歩一歩取り組むことが大切です。 

■プロジェクト・まちづくりメニューの具体化に向けた取組方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         計画の管理・実行 
                ～優先順位の検討・実行、計画の修正・見直し～ 

持続的・継続的 
な取り組み 
(主としてソフト系) 

まちづくりの個別メニュー 

短期(概ね３年以内) 
に実現または取り 
組み開始するもの 

現在取り組んでい
るもの 

中期(概ね４～５年) 
に実現または取り 
組み開始するもの 

長期(概ね６～10年) 
に実現または取り 
組み開始するもの 

超長期(10年を超え 
る)に実現または取り 
組み開始するもの 

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
・優
先
順
位
の
検
討
・取
り
組
み
時
期
の
検
討
・計
画
の
深
化 

な
ど 

気運や準備が煮詰まれば、 
予定よりも早く事業・活動展開することも 

（その逆の場合も） 

＜事業・活動の展開＞ 

＜優先順位の検討・具体化の準備など＞ 
○話し合い、内容の検討 
○勉強会、事例調査・視察 
○取り組む人・グループ等の体制づくり 
○活動費の捻出・確保  
○構想への付け加え、見直し(構想の管理) 

など 

●大塚シンボル通り 
プロジェクト 

  
 

●山・川の再生とホタルの
里づくり    プロジェクト 

●農と交流の里づくり 
プロジェクト 

●かぐや姫 アーツ・アンド・
クラフツ    プロジェクト 

＜役割分担と連携＞ 
(主として)地元 
(主として)行政等 
地元と行政等(協働) 
※いずれの場合も、連携・協
力が大切 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
…
つ
な
が
り
の
あ
る
も
の
・一
緒
に
行
う
と
よ
り
効
果
的
な
も
の
な
ど
の
組
み
合
わ
せ
→
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
間
の
連
携
も
検
討 

●大塚駅周辺地区活性化 
プロジェクト 

●暮らしの道づくり 
プロジェクト 

●大学との連携・安全・福
祉推進    プロジェクト 

●大塚物語・探訪 
プロジェクト 

大塚上まちづくり計画の周知・認知、深化 
～情報の提供・共通化、話し合いなど～ 
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資料：まちづくりの支援制度等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※次頁に続く 
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補助の対象となる団体 

３人以上で構成され、かつ、当該団体の主たる構成員に地区内に居住している住民または当該地区内で

勤務もしくは就学している住民が含まれる団体が応募できます。 

補助の対象となる活動 

第５次広島市基本計画の「安佐南区の計画」に掲げる「住民に身近な地区別まちづくりビジョン」を具

体化するために、上記の団体が取り組む活動が対象になります。 

[活動例] 

１ 安全・安心に暮らせるまちづくり活動（犯罪のないまちづくり活動、交通安全運動の推進、高齢者・

障害者に対する支援活動、安心して子育てのできるまちづくり活動、子どもの健全育成に向けた活動

など） 

２ 快適に暮らせる美しいまちづくり活動（清掃活動や花づくりなどの美化活動、地球環境に配慮した

まちづくり活動、水と緑を生かしたまちづくり活動、商店街等を核とした地域コミュニティの振興に

関する活動など） 

３ 地域の魅力を高め、にぎわいを創出する活動（歴史・文化・観光資源を活用したまちづくり活動、

農業や地場産業等を生かしたまちづくり活動、商店街のイベントと連携したふれあいの場づくりな

ど） 

補助対象期間 

補助金交付決定後～平成 23年３月 31日までに実施する活動。 

（次年度以降も継続して実施する活動であっても、補助対象期間は平成23年３月31日までとなります。） 

補助金額 

活動経費の２分の１以内で、１回あたり 50万円を限度に補助します。 

※同一の活動に対しては、３年を限度に補助することができますが、次年度以降も、毎年度申請が必要

となり、審査の結果採択されない場合もあります。 

※市長が特に必要と認める場合は、活動経費の２分の１を超えて補助することがあります。 

選考方法 

学識経験者等で構成する委員会で補助対象活動を選考します。 

補助対象経費 

補助対象活動の実施に必要な交通費、消耗品費、原材料費、通信運搬費、委託費などの経費が対象とな

ります。ただし、事務所経費、総会等会議開催費など団体の基礎的な運営に要する経費、人件費、飲食費

は対象になりません。 

「住民に身近な地区別まちづくりビジョン」とは？ 

「住民に身近な地区別まちづくりビジョン」は、第５次広島市基本計画（平成 21年（2009年）10月策

定）の各区の計画に新たに盛り込まれたもので、地域の身近な課題の解決や生活環境の充実を図るために、

住民の皆さんが主体となって行う活動を区役所が支援するものです。 

 

参考：沼田地区のまちづくりの方向 

ア 美しい景観づくり、環境に配慮した住民活動により、快適に暮らせるまちづくりを進める。 

イ 出会い、ふれあい、支え合いを大切にし、楽しく安心して暮らせるまちづくりを進める。 

ウ 農村環境を生かし、土と農に親しむまちづくりを進める。 

エ 農地や里山、森林を生かした都市・農村交流を進め、戸山の活性化を図る。 

オ 地域と大学等の交流・連携を深め、文化の薫るまちづくりを進める。 

 

※詳しくは安佐南区（広島市）のホームページに掲載してあります。 
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※出典：「市民活動まちづくり読本」（広島市市民活動推進課） 
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ひろしま街づくりデザイン賞 

 

 

 

 

 

ひろしまの街は山、川、海の豊かな自然に囲まれ美しい街をつくる条件にめぐまれた環境にあります。 

広島市では、魅力ある街づくりを進めていくために、平成６年度（１９９４年度）から「ひろしま街づ

くりデザイン賞」を実施しています。これは、市民の皆さんから、良好な景観の形成に貢献している建物

や看板、活動などを募集し、その中から優れたものについて表彰する制度です。 

平成１２年度（２０００年度）までは毎年度実施していましたが、平成１３年度（２００１年度）から

募集から選考・表彰までを２ヵ年度にわたって実施しています。 

また、平成１３年度（２００１年度）の募集（第８回）から、特別表彰「水都ひろしま部門」（第９回

からは「水の都ひろしま部門」に名称変更）を追加したほか、部門賞のほかに「奨励賞」を設けるなど、

広島らしい魅力を創造している物件や活動を幅広く表彰できるようになりました。さらに、第１０回から

「夜景づくり部門」、第１１回から「環境にやさしい街づくり部門」及び「建材の再利用部門」（第１２

回からは「建築物の３R（リデュース・リユース・リサイクル）部門に名称変更）、第１２回からは「個人

住宅部門」及び「街づくり提案部門」を追加しました。 

 

賞の種類 

次の１１の部門賞があります。総合的にみて、特に優れたものは大賞として、また、部門賞の選外とな

ったものについても、広島らしい良好な景観の形成に貢献すると認められるものは奨励賞として表彰しま

す。  

部 門 対 象 要 件 

建築物・工作物 
街並みに調和し、優れたデザインのもの 
例：集合住宅、商業ビル、ホテル、改築・改装により魅
力を増した店舗など 

おおむね５年以内に完成したもの、又
は改築・改装されたもの 

個人住宅 街並みに調和した、優れたデザインの戸建住宅 
おおむね５年以内に完成したもの、又
は改築・改装されたもの 

緑化 
通りへの配慮がなされ、街に潤いを与えているもの 
例：手入れの行き届いた住宅の生垣やビル周りの緑化、
住宅・店舗のガーデニングなど 

年数の要件なし 

街並み 
魅力ある街並みをつくり出しているもの 
例：遊歩道、住宅団地、商店街、オ－プンスペースなど 

年数の要件なし 

サイン・アート 
街角や建築物などのアクセントになるもの 
例：街角の彫刻、堀や仮囲いに描かれた絵、広告看板、
ラッピングされた公共交通機関など 

おおむね５年以内に完成したもの、又
は改装されたもの 

まちづくり活
動 

地域住民など複数の人がかかわって行われている活動 
例：地域の魅力を高めるイベント、環境緑化・緑化活動
など 

おおむね５年以上継続しているもの 

水の都ひろし
ま 

川や海の水辺と調和したもの 
例：水辺と調和した建築物や水辺を舞台とした活動など 

建築物についてはおおむね５年以内に
完成したもの、又は改築・改装された
もの。活動については年数の要件なし 

環境にやさし
い街づくり 

地球温暖化防止、自然環境保全などの取組により、環境
にやさしい街づくりに貢献するもの 
例：建築物の屋上や壁面の緑化、太陽熱等のエネルギー
の有効活用、自然との触れ合いの場を創出した活動など 

建築物については、おおむね５年以内
に完成したもの、又は改築・改装され
たもの。活動については年数の要件な
し 

次頁に続く 

広島市には、表彰制度である「ひろしま街づくりデザイン賞」があます。 

大塚においても、緑化や街並みづくり、まちづくり活動など、応募したくなる取組が期待されます。 

（以下の内容：広島市ホームページより） 
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建築物の３ R
（ リ デ ュ ー
ス・リユース・
リサイクル）         

長年使われ続けていることにより、建設廃材の発生抑制
（リデュース）に貢献している建築物や建材を再使用
（リユース）又は再生利用（リサイクル）した建築物 
例：昔ながらの魅力のある住宅や店舗、老朽化した建築
物のリニューアル、建材を再使用・再生利用した建築物
など 

年数の要件なし 

夜景づくり 

明かりによる演出により、美しい夜景をつくり出してい
るもの 
例：ライトアップされた建築物や樹木、住宅団地、商店
街など 

年数の要件なし 

街づくり提案 

（第１２回のテーマ） 
「環境にやさしい街づくり」に貢献する提案 
例：建築物や公共施設の緑化、老朽化した建築物等の再
生などの提案 

大学・大学院、専門学校、高等学校に
在籍する学生及び生徒対象。提案をイ
メージ図等にして、A２サイズ１枚程度
にまとめ提案理由と一緒に提出 

 

審査・発表 

ひろしま街づくりデザイン賞選考委員会による写真選考、現地視察、最終選考を経て、委員による得点

投票及び協議により決定します。審査の結果は募集の翌年度（１０月ごろ）に発表し、表彰式を行います。

受賞物件の施主、活動団体には表彰状と銘板を、設計者、施工者等には表彰状を贈呈します。 

参加賞 

応募いただいた方全員に記念品と受賞物件等をまとめたパンフレットをさしあげます。  

その他 

募集 区役所・区民文化センター・公民館などの広島市関連施設や大学、専門学校などの建築関係学科

へのポスター掲示、リーフレット兼応募用紙の配布、広島市の広報紙やホームページでの掲載、市政記者

クラブへの情報提供等を行っています。 

その他：これまでの受賞物件をパンフレットにまとめ、都市計画課都市デザイン係の窓口で配布してい

ます。また、建築関係のイベントなどでのパネル展示も行っています。 

 

 

 

 

 


